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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成22年3月4日(2010.3.4)

【公開番号】特開2009-240233(P2009-240233A)
【公開日】平成21年10月22日(2009.10.22)
【年通号数】公開・登録公報2009-042
【出願番号】特願2008-91328(P2008-91328)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/47     (2006.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/68     (2006.01)
   Ａ０１Ｋ  67/027    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ  15/00    ＺＮＡＡ
   Ｃ０７Ｋ  14/47    　　　　
   Ｃ１２Ｑ   1/68    　　　Ａ
   Ａ０１Ｋ  67/027   　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年1月18日(2010.1.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ウシ個体における枝肉重量を増加させる遺伝的能力を評価する評価方法であって、
　ＮＣＡＰＧ（non-SMC (structural maintenance of chromosomes) condensin I comple
x, subunit G）遺伝子のｅ９部位における塩基またはＮＣＡＰＧタンパク質のＥ９部位に
おけるアミノ酸を決定し、
　前記塩基がＧであるか、または、前記アミノ酸がメチオニンである場合、その個体の枝
肉重量を増加させる遺伝的能力が、前記塩基がＴであるウシ個体よりも高いと評価するこ
とを特徴とする評価方法であり、
　ここで、前記ｅ９部位は、ウシＮＣＡＰＧ遺伝子において、配列番号１のウシＮＣＡＰ
Ｇ遺伝子ｃＤＮＡ（ＮＭ＿００１１０２３７６）における１３７２番目の塩基に対応する
塩基であって、
　前記Ｅ９部位は、ウシＮＣＡＰＧタンパク質において、配列番号２のウシＮＣＡＰＧタ
ンパク質（ＮＰ＿００１０９５８４６）における４４２番目のアミノ酸に対応するアミノ
酸である、評価方法。
【請求項２】
　ｅ９部位における塩基がＧであることを特徴とするウシＮＣＡＰＧ（non-SMC (structu
ral maintenance of chromosomes) condensin I complex, subunit G）遺伝子であって、
　前記ｅ９部位は、ウシＮＣＡＰＧ遺伝子において、配列番号１のウシＮＣＡＰＧ遺伝子
のｃＤＮＡ（ＮＭ＿００１１０２３７６）における１３７２番目の塩基に対応する塩基で
ある、遺伝子。
【請求項３】
　Ｅ９部位におけるアミノ酸がメチオニンであることを特徴とするウシＮＣＡＰＧ（non-
SMC (structural maintenance of chromosomes) condensin I complex, subunit G）タン
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パク質であって、
　前記Ｅ９部位は、ウシＮＣＡＰＧタンパク質において、配列番号２のウシＮＣＡＰＧタ
ンパク質（ＮＰ＿００１０９５８４６）における４４２番目のアミノ酸に対応するアミノ
酸である、タンパク質。
【請求項４】
　ウシＮＣＡＰＧ（non-SMC (structural maintenance of chromosomes) condensin I co
mplex, subunit G）遺伝子のｅ９部位を含む前記遺伝子の一部又は全部を有し、当該ｅ９
部位における塩基がＧであることを特徴とするＤＮＡであって、
　前記ｅ９部位は、ウシＮＣＡＰＧ遺伝子において、配列番号１のウシＮＣＡＰＧ遺伝子
のｃＤＮＡ（ＮＭ＿００１１０２３７６）における１３７２番目の塩基に対応する塩基で
ある、ＤＮＡ。
【請求項５】
　ウシ個体における枝肉重量を増加させる遺伝的能力を評価する遺伝子マーカーであって
、
　ウシＮＣＡＰＧ（non-SMC (structural maintenance of chromosomes) condensin I co
mplex, subunit G）遺伝子のｅ９部位を含む前記遺伝子の一部又は全部を有するＤＮＡか
らなり、
　前記ｅ９部位は、ウシＮＣＡＰＧ遺伝子において、配列番号１のウシＮＣＡＰＧ遺伝子
のｃＤＮＡ（ＮＭ＿００１１０２３７６）における１３７２番目の塩基に対応する塩基で
ある、遺伝子マーカー。
【請求項６】
　枝肉重量を増加させる遺伝的能力の高いウシ個体を選択する選択方法であって、
　各ウシ個体でＮＣＡＰＧ（non-SMC (structural maintenance of chromosomes) conden
sin I complex, subunit G）遺伝子のｅ９部位における塩基を決定する工程と、
　ＮＣＡＰＧ遺伝子の少なくとも一方のアリルで、当該塩基がＧである個体を選択する工
程とを含み、
　前記ｅ９部位は、ウシＮＣＡＰＧ遺伝子において、配列番号１のウシＮＣＡＰＧ遺伝子
のｃＤＮＡ（ＮＭ＿００１１０２３７６）における１３７２番目の塩基に対応する塩基で
あることを特徴とする、選択方法。
【請求項７】
　ＮＣＡＰＧ（non-SMC (structural maintenance of chromosomes) condensin I comple
x, subunit G）遺伝子のｅ９部位における塩基がＴであるウシ個体の枝肉重量を増加させ
る遺伝的能力を高める方法であって、
　遺伝子組換え技術を用いて、前記ＮＣＡＰＧ遺伝子の少なくとも一方のアリルで、前記
ｅ９部位の塩基をＧに置換することを特徴とし、
　　前記ｅ９部位は、ウシＮＣＡＰＧ遺伝子において、配列番号１のウシＮＣＡＰＧ遺伝
子のｃＤＮＡ（ＮＭ＿００１１０２３７６）における１３７２番目の塩基に対応する塩基
である、方法。
【請求項８】
　ＮＣＡＰＧ（non-SMC (structural maintenance of chromosomes) condensin I comple
x, subunit G）タンパク質のＥ９部位のアミノ酸がイソロイシンであるウシ個体の枝肉重
量を増加させる遺伝的能力を高める方法であって、
　遺伝子組換え技術を用いて、前記Ｅ９部位のアミノ酸がメチオニンであるＮＣＡＰＧタ
ンパク質を発現させることを特徴とし、
　前記Ｅ９部位は、ウシＮＣＡＰＧタンパク質において、配列番号２のウシＮＣＡＰＧタ
ンパク質（ＮＰ＿００１０９５８４６）における４４２番目のアミノ酸に対応するアミノ
酸である、方法。
【請求項９】
　Ｅ９部位のアミノ酸がメチオニンであるＮＣＡＰＧ（non-SMC (structural maintenanc
e of chromosomes) condensin I complex, subunit G）タンパク質をコードする外来性Ｄ
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ＮＡを有するウシであって、
　前記Ｅ９部位は、ウシＮＣＡＰＧタンパク質において、配列番号２のウシＮＣＡＰＧタ
ンパク質（ＮＰ＿００１０９５８４６）における４４２番目のアミノ酸に対応するアミノ
酸である、ウシ。
【請求項１０】
　前記外来性ＤＮＡが、前記ＮＣＡＰＧ（non-SMC (structural maintenance of chromos
omes) condensin I complex, subunit G）タンパク質を発現する発現ベクターであること
を特徴とする請求項９に記載のウシ。
【請求項１１】
　Ｅ９部位のアミノ酸がメチオニンであるＮＣＡＰＧ（non-SMC (structural maintenanc
e of chromosomes) condensin I complex, subunit G）タンパク質を発現する発現ベクタ
ーであって、
　前記Ｅ９部位は、ウシＮＣＡＰＧタンパク質において、配列番号２のウシＮＣＡＰＧタ
ンパク質（ＮＰ＿００１０９５８４６）における４４２番目のアミノ酸に対応するアミノ
酸である、発現ベクター。
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